
隠岐圏域（島前）
減災対策協議会（フォローアップ）

【資料２ー１】

・令和２年度の実施状況
・令和３年度の実施状況
・令和４年度の実施予定



項 目 １．土砂災害特別警戒区域の調査・周知及び指定

内 容

R２年度取組 縦覧、ケーブルテレビ放映、説明会、意見照会の回答、区域の指定完了

R３年度取組 マップオンしまねで周知

R４年度予定 マップオンしまねで周知

取組機関 島根県、海士町、西ノ島町、知夫村

●土砂災害特別警戒区域の指定状況
( ( )書き 土砂災害警戒区域指定箇所数 )

マップオンしまねにおいて指定箇所を周知している。

●調査・指定の目的
渓流や斜面及びその下流など土砂災害により被害を受けるおそれのある区域の地形、地質、土地利用状況
等を調査し、土砂災害のおそれのある区域について危険の周知、警戒避難体制の整備、住宅等の新規立
地の抑制、既存住宅の移転の促進等のソフト対策を推進することを目的としています。

海士町（令和3年３月2日指定）
◆土石流危険渓流 （谷） ：土石流 １２箇所（ ７１箇所）
◆急傾斜地（がけ）の崩壊危険箇所：急傾斜 ９９箇所（ ９９箇所）

計１１１箇所（１７０箇所）
西ノ島町（令和3年2月５日指定）
◆土石流危険渓流 （谷） ：土石流 ５箇所（ ６５箇所）
◆急傾斜地（がけ）の崩壊危険箇所：急傾斜 ７４箇所（ ７６箇所）

計 ７９箇所（１４１箇所）
知夫村（令和3年１月８日指定）
◆土石流危険渓流 （谷） ：土石流 ９箇所（２８箇所）
◆急傾斜地（がけ）の崩壊危険箇所：急傾斜 ３２箇所（３３箇所）

計 ４１箇所（６１箇所）●指定後の周知について
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項 目 ２．土砂ハザードマップの改良・周知

内 容

Ｒ２年度取組 ・土砂災害特別警戒区域が指定されたことにともない、ハザードマップを更新

Ｒ３年度取組 ・ハザードマップを更新。紙媒体、ホームページにより住人へ周知

R４年度予定 ・紙媒体、ホームページにより住人へ周知

取組機関 海士町、西ノ島町、知夫村

ハザードマップ（防災ガイドブック）（例）

２



項 目 ３．避難勧告等の発令に着目した土砂災害情報伝達体制の確立（土砂災害対応タイムラインの作成）

内 容

R2年度取組
第1回書面担当者会議、書面協議会（6月）において素案を示し、協議の了承
を得る。実事象において試運用することとしてたが、実事象がなかったため試運用
及び検証することができなかった。

R3年度 R３は土砂災害タイムライン作成は、継続中で未完了。

R4年度予定 土砂災害タイムラインについて、各町村ごとの行動を整理、作成の上R５の協議会
で暫定運用の承認を得る。

取組機関 協議会全体
段階的に発表される防災気象情報の活用例 （松江地方気象台より）

３



項 目 ３．避難勧告等の発令に着目した土砂災害情報伝達体制の確立（土砂災害対応タイムラインの作成）

内 容

R2年度取組
第1回書面担当者会議、書面協議会（6月）において素案を示し、協議の了承
を得る。
実事象において試運用することとしてたが、実事象がなかったため試運用
及び検証することができなかった。

R3年度予定 R３は土砂災害タイムライン作成は、継続中で未完了。

R4年度予定 土砂災害タイムラインについて、各町村ごとの行動を整理、作成の上R５の協議会
で暫定運用の承認を得る。

取組機関 協議会全体

資料３のとおり
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項 目 ４．浸水害、土砂災害の危険度について島根県・気象台からの情報提供（ホットラインの定着）

内 容
R2年度取組 土砂災害情報伝達訓練を実施
R3年度取組 土砂災害情報伝達訓練を実施
R4年度予定 土砂災害情報伝達訓練を実施

取組機関 協議会全体

土砂災害に係る情報伝達訓練
実施日 R2.6.3 R3.6.1   R4.6.9

参加機関

松江地方気象台
島根県隠岐支庁県民局

県土整備局
島根県消防総務課

防災危機管理課
砂防課

５



気象台とのホットライン

項 目 ４．浸水害、土砂災害の危険度について島根県・気象台からの情報提供（ホットラインの定着）

内 容
R３年度取組 情報伝達演習においてホットラインを実施
R４年度予定 情報伝達演習においてホットラインを実施

取組機関 協議会全体（松江地方気象台）

気象台から積極的にお伝えする内容
 警戒内容解説
（大雨警報・洪水警報を発表すると判断した時）
 顕著な警戒事項発生の解説
（記録的短時間大雨情報や
土砂災害警戒情報発表時）

 最終判断の助言（避難判断必要時）
 危機的状況の解説（特別警報発表時）

海士町長
松江地方気象台長から西ノ島町長 へ

知夫村長

担当者間

海士町
西ノ島町
知夫村

気象台

※現象の大きさや切迫度によっては、多数の市町村に対応でき
る実施者や電話が不足するおそれも考えられます。
気象実況や今後の予想において、切迫度の高い市町村から実施
していきますことをご了承願います。

６６



項 目 ５．避難判断を的確に行うための水防・土砂災害危険度情報等提供の充実

内 容
Ｒ03年度取組 記録的短時間大雨情報の改善

Ｒ04年度予定 大雨警報（浸水害）・注意報、洪水警報・注意報の基準について、評価及び検証を継続し、必要に
応じ基準の見直しを行う。また、各種プロダクトの改善を随時実施し、HP等により公開する。

取組機関 松江地方気象台

松江地方気象台 防災気象情報の改善（令和３年度実施）
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項 目 ５．避難判断を的確に行うための水防・土砂災害危険度情報等提供の充実

内 容
Ｒ03年度取組 「キキクル（危険度分布）」通知サービスの細分化

Ｒ04年度予定 大雨警報（浸水害）・注意報、洪水警報・注意報の基準について、評価及び検証を継続し、必要に
応じ基準の見直しを行う。また、各種プロダクトの改善を随時実施し、HP等により公開する。

取組機関 松江地方気象台

松江地方気象台 防災気象情報の改善（令和３年度実施）
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項 目 ５．避難判断を的確に行うための水防・土砂災害危険度情報等提供の充実

内 容
Ｒ03年度取組 警戒レベルと対応した高潮警報等に改善

Ｒ04年度予定 大雨警報（浸水害）・注意報、洪水警報・注意報の基準について、評価及び検証を継続し、必要に
応じ基準の見直しを行う。また、各種プロダクトの改善を随時実施し、HP等により公開する。

取組機関 松江地方気象台

松江地方気象台 防災気象情報の改善（令和３年度実施）

９



項 目 ５．避難判断を的確に行うための水防・土砂災害危険度情報等提供の充実

内 容
Ｒ03年度取組 線状降水帯がもたらす降り続く顕著な大雨への注意喚起

Ｒ04年度予定 大雨警報（浸水害）・注意報、洪水警報・注意報の基準について、評価及び検証を継続し、必要に
応じ基準の見直しを行う。また、各種プロダクトの改善を随時実施し、HP等により公開する。

取組機関 松江地方気象台

松江地方気象台 防災気象情報の改善（令和３年度実施）
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項 目 ５．避難判断を的確に行うための水防・土砂災害危険度情報等提供の充実

内 容
Ｒ03年度取組 指定河川洪水予報の改善

Ｒ04年度予定 大雨警報（浸水害）・注意報、洪水警報・注意報の基準について、評価及び検証を継続し、必要に
応じ基準の見直しを行う。また、各種プロダクトの改善を随時実施し、HP等により公開する。

取組機関 松江地方気象台

松江地方気象台 防災気象情報の改善（令和３年度実施）
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項 目 ５．避難判断を的確に行うための水防・土砂災害危険度情報等提供の充実

内 容
Ｒ03年度取組 防災気象情報と警戒レベルとの対応

Ｒ04年度予定 大雨警報（浸水害）・注意報、洪水警報・注意報の基準について、評価及び検証を継続し、必要に
応じ基準の見直しを行う。また、各種プロダクトの改善を随時実施し、HP等により公開する。

取組機関 松江地方気象台

松江地方気象台 防災気象情報の改善（令和３年度実施）
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項 目 ５．避難判断を的確に行うための水防・土砂災害危険度情報等提供の充実

内 容
Ｒ03年度取組 防災情報提供システムでキキクル(危険度分布)のメール通知を開始

Ｒ04年度予定 大雨警報（浸水害）・注意報、洪水警報・注意報の基準について、評価及び検証を継続し、必要に
応じ基準の見直しを行う。また、各種プロダクトの改善を随時実施し、HP等により公開する。

取組機関 松江地方気象台

松江地方気象台 防災気象情報の改善（令和３年度実施）
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一般向けチラシ

変更前 変更後

１．周知の取組状況
◇報道発表
・H31.3.~5月
新聞４社、テレビ１社で報道

◇チラシ作成
・各種会議,出前講座.イベント,
小中学校等へ配布

小学校向けチラシ

２．水防情報システムへのアクセス状況
◇R3.7月梅雨前線による降雨

R3.8月は台風によりアクセス数
増加
➢CDN導入により正常な閲覧が可能

◇最大アクセス数（R3.7～8月）
（１時間当り）
7/7  12:00~13:00 
・アクセス数 9,725
・閲覧ページ数 25,800
8/9  10:00～11:00
・アクセス数 6,252
・閲覧ページ数 30,104

３．今後の取組

◇防災メールへURL掲載（済）

◇過去の雨量・水位データの提供
・ダウンロードサイトの開設（済）
・水防システムにリンク先を掲載

島 根 県

項 目 ５．避難判断を的確に行うための水防・土砂災害危険度情報等提供の充実

内 容
R03年度取組 新水防情報システムへのアクセス数増加によるサーバーダウンを改善（島根県）

各種防災気象情報の改善（松江地方気象台）

R04年度予定 新水防情報システムの運用による見直し（島根県）
各種防災気象情報の改善（松江地方気象台）

取組機関 松江地方気象台、島根県

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
月

11
月

12
月 1月 2月 3月

令和３年度 アクセス数・閲覧ページの推移

閲覧ページ数 アクセス数
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項 目 ５．避難判断を的確に行うための水防・土砂災害危険度情報等提供の充実

内 容
R2年度取組 新土砂災害予警報システム開発実施及び運用開始（島根県）
R3年度取組 新土砂災害予警報システム運用及び周知（島根県）

R4年度予定 新土砂災害予警報システム運用及び周知（島根県）
取組機関 島根県

大雨時に全域の降雨状況を迅速に把握 ⇒ 警戒・避難に関する総合的な判断を支援

【新・土砂災害予警報システムの概要】
①障害に強いシステムの構築
②高精度化（5ｷﾛﾒｯｼｭ→1ｷﾛﾒｯｼｭ）、迅速化（判定間隔30分→10分）
③複数情報表示、多言語対応、スマートフォン対応

スマホ版 携帯版

【ＴＯＰ画面】
目的別表示で見易い

【多言語対応】
英語、中国語、韓国語
ポルトガル語、タガログ
語、ベトナム語
※海外観光客へも配慮

【情報提供画面】
・複数情報の確認 ・２画面表示（選択可能）
・複数メッシュの重ね ・避難所情報の表示
・１kmメッシュで提供
・土砂災害（特別）警戒区域の表示 １５



項 目 ５．避難判断を的確に行うための水防・土砂災害危険度情報等提供の充実

内 容
R２年度実施 雨量計、水位計等の更新完了（島根県：水防情報システム）※他圏域

雨量計等の更新に着手（島根県：土砂災害予警報システム）

R３年度実施 雨量計等の更新（島根県：土砂災害予警報システム）
R４年度予定 雨量計等の更新完了（島根県：土砂災害予警報システム）

取組機関 島根県

１．周知の取組状況

島 根 県

中継局・雨量計の更新（Ｒ３～Ｒ４年度実施）

●

水位局（水防情報システム）

雨量局（水防情報システム）
・更新なし

・更新なし

▲●老朽化した観測局の更新工事の実施

雨量局（土砂災害予警報システム）

・浦郷 ・海士
・知夫

中継局（土砂災害予警報システム）
・海士

●

●

●
美田ダム

浦郷 海士

知夫

▲

１６

R4完了

R4完了



Ｒ２ 出前講座、研修会の実施、新聞広報等による情報発信
（松江地方気象台、島根県）

項 目 ６．出前講座や広報誌を活用した防災知識の普及

内 容
R２年度取組 出前講座、研修会を実施（松江地方気象台、島根県）

新聞広報（考える県政）等による情報発信（島根県）

R３年度予定 出前講座、研修会を実施（松江地方気象台、島根県）
新聞広報（考える県政）等による情報発信（島根県）

取組機関 協議会全体（松江地方気象台、島根県）

日時 令和２年６月２０日（土）
内容 「警戒レベル」と避難のタイミングについて

日頃からの災害の備えについて
島根県が配信する各種防災情報の入手先について

新聞広報による情報発信
考える県政の掲載（島根県）

県・市町村職員向け
水防研修会の実施（島根県・松江地方気象台）

日時 令和２年６月３０日（火）９：００～１２：００
場所 県庁南庁舎災害対策室ほか（Web形式）
対象 県職員 約２０名
内容 水防法・島根県水防計画の概要 島根県河川課

防災気象情報の利活用 松江地方気象台

防災士養成研修の実施
（島根県）

日 時 令和３年２月13日（土）
９：３０～１８：４０

14日（日） ９：３０～１８：３０
場 所 島根県民会館（展示ホール）
受講者 ５４名
内 容 防災に関する各種講義、防災士資格

取得試験

１７



出前講座、研修会の実施、新聞広報等による情報発信（島根県）

項 目 ６．出前講座や広報誌を活用した防災知識の普及

内 容
R03年度取組 新聞広報、出前講座等を継続実施、インターネット、CATVの活用
R04年度予定 新聞広報、出前講座等を継続実施、インターネット、CATVの活用

取組機関 協議会全体

日時 令和３年６月５日（土）
内容 警戒レベルと新たな避難情報について

日頃からの災害の備えについて
島根県が配信する各種防災情報の入手先について

新聞広報による情報発信
考える県政の掲載（島根県）

県・市町村職員向け
水防研修会の実施（島根県・松江地方気象台）

日時 令和３年６月１４日（月）９：００～１２：００
場所 県庁南庁舎災害対策室ほか（Web形式）
対象 県・市町村職員 ２９名
内容 水防法・島根県水防計画の概要 島根県河川課

防災気象情報の利活用 松江地方気象台

防災士養成研修の実施
（島根県）

令和３年度は開催中止

令和４年度【予定】
日 時 令和４年５月14日（土） １０：１０～１７：３０

15日（日） ９：３０～１８：３０
場 所 いわみーる（浜田市）
受講者 ５４名（予定）
内 容 防災に関する各種講義、防災士資格取得試験

※令和2年度の研修の様子
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項 目 6.出前講座や広報紙を活用した防災知識の普及

内 容
Ｒ03年度取組 報道機関との懇談会を定期的に開催

Ｒ04年度予定 定期的な開催を継続して実施する。
取組機関 松江地方気象台

松江地方気象台 他機関と連携した防災知識の普及・啓発・周知（令和３年度実施）
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要配慮者利用施設の
避難確保計画作成・
点検の流れ

国土交通省HP「◇法改正についての各地方ブロック説明会資料（平成29年6月作成）」より抜粋

項 目 ７．要配慮者利用施設の管理者が策定する避難確保計画作成及び訓練実施の支援

内 容
R３年度取組 対象施設に対する周知促進、民生部局との連携、作成支援（協議会全体）

R４年度予定 対象施設に対する周知促進、民生部局との連携、作成支援（協議会全体）

取組機関 協議会全体
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項 目 ７．要配慮者利用施設の管理者が策定する避難確保計画作成及び訓練実施の支援

内 容
R３年度取組 対象施設に対する周知促進、民生部局との連携、作成支援（協議会全体)
R４年度予定 対象施設に対する周知促進、民生部局との連携、作成支援（協議会全体）

取組機関 協議会全体
要配慮者利用施設管理者による

避難確保計画の作成・避難訓練実施の義務化

日時 令和元年６月７日（金）９：００～１２：００
場所 島根県庁６階 講堂
対象 県・市町村職員 約２５名
内容 水防法・島根県水防計画の概要 島根県河川課

防災気象情報の利活用 松江地方気象台

要配慮者利用施設管理者向けの説明会
（関係市町村、国土交通省、島根県河川課・砂防課等）

■全国目標；
令和３年度までに計画作成率100％

開催日 開催場所 参加人数

１ 平成29年1月11日（水） ２回 出雲会場 ３００人

２ 平成29年1月12日（木） ２回 松江会場 ３２０人

３ 平成29年1月20日（金） ２回 益田会場 ２２０人

４ 平成29年2月 8日（水） 隠岐島後会場 ４０人

５ 平成29年2月 9日（木） 隠岐島前会場 ３０人

６ 平成29年2月17日（金） ２回 浜田会場 １６０人

７ 平成30年3月13日（火） 益田会場 ６８人

８ 平成31年1月23,24日 ４回 出雲会場 ３００人

９ 令和 2年2月 6日（木） 江津会場 ２８人

合 計 １４６６人

開催状況

No,1~6 水害・土砂災害の備えに関する説明会（法改正前）
No,7~9 避難確保計画作成に係る説明会

７益田会場 ９江津会場
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【位置図】
海士町大字海士地内
諏訪川

項 目 ８．堆積土砂の撤去等による河川氾濫・浸水害を未然に防ぐ対策（例）

内 容
R３年度取組 諏訪川【堆積土砂撤去】
R４年度予定 境川 【堆積土砂撤去】

取組機関 島根県、海士町、西ノ島町、知夫村

R３ 河川区域内 立木（支障木）の伐採、堆積土砂の撤去

浚渫後の玉川

施工前

施工後
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項 目 ９．土砂、立木対策の推進

内 容
令和３年度取組 西尾の代川【砂防ダムの整備完了（事業概成）】
令和４年度予定 ―

取組機関 島根県

R３ 西尾の代川 砂防堰堤

【位置図】
西ノ島町大字別府地内
西尾の代川

堰堤全景

下流より撮影
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項 目 ９．土砂、立木対策の推進

内 容
令和３年度取組 知当川【本堤工施工】
令和４年度予定 知当川【護岸工施工】

取組機関 島根県

知当川 砂防えん堤

【位置図】
西ノ島町大字宇賀地内
知当川
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項 目 ９．土砂、立木対策の推進

内 容
令和３年度取組 中別府川【砂防ダムの測量、詳細設計】
令和４年度予定 中別府川【砂防ダムの事業用地の取得】

取組機関 島根県

中別府川 砂防えん堤

【位置図】
西ノ島町大字別府地内
中別府川
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